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$LARIT:	F6EL	$ELL	の F$パワープϥンτのϑロ

ンτϑード下΁の౥載を࣮現するために，F$ ྫྷ٫γες

ムを小ܕ化する技術を開発した．F$εタックは，ۚ ଐセパ

Ϩータの෗食予測技術で෗食電ྲྀྔをਫ਼౓よく見積り，ྫྷ

ഔの電気఻ಋ཰の低ݮと，セϧのઈԑΰムআ去により小ܕ

化した．F$ྫྷ٫σόイεは，഑؅長を୹ॖでき，かつѹଛ

増加にともなうେܕクーϥンτϙンプが必要とならないൣ

ғにྫྷഔ電気఻ಋ཰をઃఆした．F$ྫྷ٫γεςムは，F$

εタックおよͼF$ྫྷ٫σόイεの小ܕ化のد༩౓がେき

いൣғにおいて，ྫྷ ഔの電気఻ಋ཰を低ݮした．ྫྷ ഔの電

気఻ಋ཰を低ݮするために，෦඼からのイΦン༹ग़低ݮと

ྫྷഔの෼解཈੍をਤるとともに，༹ ग़したイΦンをৗ時আ

去するF$ྫྷ٫γεςムをߏஙした．これらにより，F$ྫྷ

٫γεςムを前Ϟσϧൺ 20� 小ܕ化し，世քॳ̑人৐り

F$Vセダンパッέージを࣮現することができた．

"#453"$5

Technology for downsizing the fuel cell cooling 
system was developed in order to realize installation 
of the fuel cell power plant under the front hood of 
the CLARITY FUEL CELL. The fuel cell stack was 
downsized by accurately estimating the amount of 
corrosion current by using technology for predicting 
corrosion of the metal separator, decreasing the 
conduct ivi ty of the coolant , and removing the 
insulation rubber from the cell. For the fuel cell 
cooling device, the conductivity of the coolant was set 
within a range that would enable piping to be shorter 
and not necessitate the large-scale coolant pump used 
when a pressure drop increase occurred. In the fuel 
cell cooling system, the conductivity of the coolant 
was decreased within the range that would make a 
large contribution to downsizing the fuel cell stack and 
the fuel cell cooling device. In order to decrease the 
conductivity of the coolant, a fuel cell cooling system 
was built that would decrease ion dissolution from 
parts, inhibit degradation of the coolant, and constantly 
remove dissolved ions. These measures achieved a 
fuel cell cooling system that was downsized 20% over 
the previous model and succeeded in realizing the 
world’s first five-passenger fuel cell vehicle in a sedan 
package.

̍ɽ·͕͖͑

2016 年に発表した৽ܕの燃料電池自動車（FVel	 $el l	

Vehicle:	F$V）である$LARIT:	F6EL	$ELLは，಺燃機

（ؔInternal	$omCVstion	EnHine:	I$E）を౥載した車྆と変

わらない̑人৐り F$Vセダンパッέージを世քでॳめて

࣮現することを開発のねらいとした．そのために燃料電池

（FVel	$ell:	 F$）パワープϥンτを 2009 年Ϟσϧ（09.:）

より小ܕ化することで，চ下からϑロンτϑード下΁のҠ

ઃを࣮現した（１）（Fig. 1）．そのར఺は，I$E 車ಉ様に̑人

৐りを࣮現でき，かつ F$V ઐ用の車ମ開発が必要ないこ

とである．

そのためには，F$ パワープϥンτを小ܕ化させつつ଱

িܸ性を 09.:ൺ̐ഒまで向্させる必要があり，技術難

қ౓が高い（１）．

2016 年Ϟσϧ（16.:）F$パワープϥンτ小ܕ化ରԠ技
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術のҰつとして，本ߘでは，F$ྫྷ٫γεςム小ܕ化につい

て঺հする．

̎ɽ'$ྫྷ٫γεςムখܕ化の໨ඪͱ՝୊

�����'$ ྫྷ٫γεςムのߏ੒
$LARIT:	F6EL	$ELLに౥載しているF$εタック

をؚめたF$ྫྷ٫γεςムਤを Fig. 2にࣔす．

F$ྫྷ٫γεςムは，F$εタックとF$εタックで発生

する೤を֎෦΁์೤するためのF$ྫྷ٫σόイεでߏஙさ

れている．

�������'$ ελοΫʢ'$�TUBDLʣ
本ߘでݕ౼したF$εタックのߏ੒を Fig. 3にࣔす．
(a ) にࣔす F$ εタックは車྆の動力性ೳ確อに必要

な電力をڅڙするため，セϧを਺ඦຕ積૚するߏ଄とし

た．(b)にࣔすセϧߏ଄は̎ຕのບ電ۃ઀合ମ（.emCrane	

Electrode	AssemCly:	.EA）を３ຕのۚଐセパϨータ（̎）で

อ࣋し，̎ セϧ͝とにྫྷഔをྲྀすߏ଄を࠾用した．

F$V に࠾用しているݻମ高෼子ܕの燃料電池は，電解

࣭ບを用い燃料の水素と空気中のࢎ素との電気化ֶ൓Ԡに

よってಘられる化ֶエωϧΪーを電気エωϧΪーに௚઀変

するγεςムである．電気化ֶ൓Ԡ時に発生する೤はۚ׵

ଐセパϨータをհしてྫྷ٫σόイεを॥環するྫྷഔと೤ަ

しഉग़される．(c)にࣔすようにྫྷഔはೖ口側のྫྷഔ࿈௨׵

口（$oolant	 maniGold）からྫྷഔྲྀ࿏を௨りྫྷ٫໘にڅڙさ

Fig. 1   Schematic drawing of FC power plant for 
new CLARITY FUEL CELL

れ，ग़口側のྫྷഔ࿈௨口΁ྫྷഔྲྀ࿏を௨りഉग़される．

�������'$ ྫྷ٫デόイεʢ'$�DPPMJOH�EFWJDFʣ
Fig. 2にࣔす௨り，F$ྫྷ٫σόイεはྫྷഔを॥環させ

るクーϥンτϙンプと೤を֎෦΁์೤するϥジエータ，ϥ

ジエータとそのόイパεճ࿏΁のճ࿏の੾りସえをおこな

うαーϞόϧブでߏ੒した．イΦンަث׵は車྆の電気҆

શ性確อと F$εタックの෗食を๷͙ために，ྫྷ ഔ಺෦の

イΦンをআ去する໨తでै来からద用しており，Ұൠతな

燃料電池ྫྷ٫γεςムに࠾用されているσόイεである．

ഉ೤ճऩճ࿏は低温時の燃අ向্のため，ྫྷ ഔをհして

F$εタックの೤をճऩしώータγεςムճ࿏΁څڙする

໨తでઃஔした．

Fig. 3   Inside of FC stack, cell component, 
and cooling area

New FC power plant

Fig. 2   Schematic diagram of FC cooling system
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Fig. 4   Detail of coolant flow path

Table 1   Three functions for FC cooling system�����'$ ྫྷ٫γεςムখܕ化の໨ඪͱୡ੒खஈ
F$ パワープϥンτをϑロンτϑード下に౥載Մೳとす

るために，F$ パワープϥンτを V6 エンジンಉ౳の༰積

にすることを໨ࢦした（１）．そこで，F$ ྫྷ٫γεςム小ܕ

化にあたり，ߏ଄と機ೳの྆໘でΞプローνすることをݕ

౼した．F$ ྫྷ٫γεςムの機ೳをҡ࣋しつつྫྷഔܦ࿏ߏ

଄を見௚すことで，F$εタックの༰積を 09.:ൺֱで 20

ϙインτ低ݮすることを໨ඪとした．

F$ εタックは਺ඦຕのセϧによってߏ੒されており，

セϧのްみを低ݮすると小ܕ化にେきくݙߩできる．そこ

でセϧްみにد༩するઈԑඃ෴ΰムを࡟আすることにண໨

した．

09.:およͼ 16.:	F$εタックのྫྷഔྲྀ࿏ߏ଄を Fig. 

4にࣔす．まͣ 09	.: およͼ 16.: ྫྷ٫໘を正໘ਤにࣔ

す．࣍ にྫྷ٫ྲྀ࿏ߏ଄の高さの変化と，࿈௨口からྫྷഔྲྀ

࿏のઈԑΰムඃ෴ڑ཭の変化をࣔす．

09.: のྫྷഔྲྀ࿏はۚଐセパϨータの෗食を๷͙ため，

ྫྷഔྲྀ࿏の্下ࠨӈをઈԑΰムで෴われたߏ଄としてい

た．それにରし 16	.: ではྫྷഔྲྀ࿏の্下に഑ஔされた

ઈԑΰムをݮ࡟するߏ଄とした．また，ྫྷ ഔྲྀ࿏高さ h09.:
と h16.: はಉ౳の஋をઃఆした．	その݁Ռ，ྫྷ ഔྲྀ࿏のѹଛ

を増加させることなく，セϧとしてඃ෴ΰム̎૚෼のްみ

を低ݮした．

また，セϧ໘積について 16.:は࿈௨口からۚଐ໘まで

のઈԑΰムඃ෴長 l16.: を 09.:の l09.: にରし୹くするこ

とで，セϧ໘積をॖ小した．

これらߏ଄の見௚しにより F$ εタックの༰積を 20�

小ܕ化した．	

�����'$ ྫྷ٫γεςムのػೳ
F$ ྫྷ٫γεςムにٻめられるࡾつの機ೳと，機ೳにӨ

化の課題をܕするパϥϝータおよͼ小ڹ Table 1にࣔす．

F$ εタックྫྷ٫性ೳは，F$ εタック΍ϥジエータ΁

ྲྀೖするྫྷഔྲྀྔ，およͼそれͧれの೤ަޮ׵཰により，

֎気΁の์೤ྔによりܾఆする．クーϥンτϙンプ΍ϥジ

エータの小ܕ化を࣮ࢪすると，ྫྷ ഔྲྀྔおよͼ֎気΁の์

೤ྔがݮগしྫྷ٫性ೳを低下させる．そのため，小ܕ化は

ίンϙーωンτϨϕϧではおこなわͣ഑؅長の୹ॖにより

ୡ੒することとした．
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Fig. 5   Outline of metal corrosion

Fig. 6   FC stack circuit diagram

F$ ྫྷ٫γεςムのઈԑ性は車྆電気҆શをҡ࣋するた

めに必要であり，F$ εタックとάϥンドまでをつな͙഑

؅長さとྫྷഔの電気఻ಋ཰にґଘする．小ܕ化をすると前

ड़したとおり഑؅長が୹くなるため，ઈԑ఍߅஋が低下す

る．そのため必要なઈԑ఍߅஋を確อするためには，ྫྷ ഔ

の電気఻ಋ཰を前Ϟσϧよりさらに下͛る必要がある．

F$ セパϨータ଱෗食性は，Fig. 5 (a)にࣔすۚଐセパ

Ϩータのྫྷഔྲྀ࿏で発生するࢎ化ؐݩ൓Ԡによるۚଐセパ

Ϩータの෗食を཈੍し，そのڧ౓をอ࣋するために必要で

ある．

ྫྷഔܦ࿏は Fig. 3 (c)にࣔすようにಋ電ମであるྫྷഔが

ৗにଘ在するため，ճ࿏のܗ੒を๷͙ことがߏ଄্でき

ない．
Fig. 5 (b)にࣔす௨り，ۚ ଐセパϨータの෗食はྫྷഔྲྀ

࿏のεςンϨε࿐ग़෦で発生する．ओな൓Ԡは，高電Ґ側

（１）でεςンϨεओ੒෼のమが༹ग़し，低電Ґ側（̎）で水

素が発生するࢎ化ؐݩ൓Ԡである．

高電Ґ側の൓Ԡ式：Fe	ˠ	Fe2�	�	2e-	 （１）

低電Ґ側の൓Ԡ式：2H�	�	2e-　ˠ	H2	 （̎）

ྫྷഔྲྀ࿏のεςンϨεࡐ料が༹ग़すると，ڧ౓が低下し

ࠩѹによる変ܗ΍，޸食が発生する．

F$ྫྷ٫γεςム小ܕ化のためにセϧްみ΍ઈԑڑ཭を

低ݮすると，֤ ෦Ґがडけ࣋つ電気఍߅が小さくなること

で，ྫྷ ഔྲྀ࿏にྲྀれる෗食電ྲྀྔがେきくなり，ۚ ଐセパ

Ϩータの෗食がଅਐする．小ܕ化とۚଐセパϨータ଱෗食

性を੒ཱさせるためには，ྫྷ ഔの電気఻ಋ཰を下͛ること

が༗用である．

このF$εタックの෗食電ྲྀྔをਫ਼౓よくࢉग़するため

にݕ౼した౳Ձճ࿏ਤを Fig. 6にࣔす．

ྫྷഔ࿈௨口にྲྀれる電ྲྀを IA，ྫྷ ഔྲྀ࿏にྲྀれる電ྲྀを
IB，ྫྷ ഔ࿈௨口の఍߅を RA，ྫྷ ഔྲྀ࿏の఍߅を RBとした．

この౳Ձճ࿏を用いて最もେきな෗食電ྲྀである IB(n+1)

をࢉग़（３）し，ԣ࣠にセϧްみ，ઈԑڑ཭，ྫྷ ഔの電気఻

ಋ཰のൺ཰，ॎ࣠に෗食電ྲྀྔのൺ཰をとり，09.: を

100� とした場合のޮՌを Fig. 7，8，9にࣔした．Fig. 7

より，Fig. 3，4にࣔした :方向に小ܕ化できるセϧްみ
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Fig. 9   Influence of coolant conductivity ratio on IB(n+1)

Fig. 10   Volume ratios of FC cooling device

を 20 ϙインτ低ݮすると，RAの఍߅が小さくなるため෗

食電ྲྀྔ IB(n+1)が 14 ϙインτ増加する．また，Fig. 8より

ઈԑΰムをআ去して Fig. 3，4にࣔした ; 方向に小ܕ化

できるઈԑڑ཭を 79 ϙインτݮগさせると෗食電ྲྀྔが

113 ϙインτ増加する．これらのセϧްみとઈԑڑ཭の低

ྷྫ，による෗食電ྲྀྔの増加に加え，F$εタック積૚਺ݮ

ഔ࿈௨口断໘積およͼ࢖用環境のӨڹにより，෗食電ྲྀྔ

は増加する．これらを低ݮするためには，Fig. 9にࣔすよ

うに෗食電ྲྀྔにେきくد༩するྫྷഔの電気఻ಋ཰を下͛

ることがޮՌతである．このため，09.: にରしセϧްみ

とઈԑڑ཭の低ݮによる෗食電ྲྀྔの増加෼ 59 ϙインτ，

ଞの෗食電ྲྀྔ্ঢ෼ 37 ϙインτྫྷഔの電気఻ಋ཰を低

下させることで，16.:の໨ඪをઃఆした．

これらから，F$ ྫྷ٫γεςムにٻめられる機ೳを確อ

するためには，F$ εタックと F$ ྫྷ٫σόイεӨڹを༩

えるྫྷഔの電気఻ಋ཰がॏ要なパϥϝータであることがந

ग़できた．Fig. 10はԣ࣠にྫྷഔの電気఻ಋ཰の 09.: に

ରするൺ཰，(a)のॎ࣠に F$ྫྷ٫σόイε༰積のൺ཰を，
(b)のॎ࣠に F$ εタック༰積のൺ཰をࣔす．ԣ࣠，ॎ࣠

ともに 09.:を 100� とし，ྫྷ ഔの電気఻ಋ཰低ݮによる

F$ྫྷ٫σόイεと F$εタックの小ܕ化のد༩౓を表現

している．
Fig. 10 (a)の (1)ྖҬでࣔす௨り，F$ྫྷ٫σόイεは電

気఻ಋ཰ൺを 100� から低下させるとઈԑ఍߅஋が増加す

るため，഑؅長を୹ॖすることができ，༰積は؇΍かに低

下する．また (2)のྖҬにࣔすྫྷഔの電気఻ಋ཰ൺ 4� ະ

ຬの F$ ྫྷ٫γεςムをߏஙするには，F$ εタックೖ口

にイΦンަث׵をઃఆし，ྲྀ ೖするྫྷഔ中のイΦンを௚前

でআ去する必要がある．しかし，そのҐஔにイΦンަث׵

をઃఆするとѹଛが増େするためେܕクーϥンτϙンプが

必要になり，(2)ྖҬにࣔすようにF$ྫྷ٫σόイεの༰積

がେきくなる．

ಉ様にF$εタックは，Fig. 10 (b)の (3)ྖҬにࣔすよ

うに，100� から 4� までྫྷഔの電気఻ಋ཰ൺが低下する

と，セϧのްみ΍ઈԑڑ཭がडけ࣋つ֤෦Ґのઈԑ఍߅஋

が低ݮできるため，ઈԑΰムのඃ෴ྔをݮ࡟することがで

き，F$ εタックの༰積は低下する．(4)のྖҬである 4�

Ҏ下のྫྷഔの電気఻ಋ཰ൺでは，ۚ ଐセパϨータの෗食が

低ݮされるのみで小ܕ化のد༩౓が小さい．

そのため，小ܕ化د༩౓がେきいྖҬにྫྷഔの電気఻ಋ

཰をઃఆし，F$ ྫྷ٫γεςムの小ܕ化໨ඪをୡ੒するこ

とにした．

̏ɽ௿電ؾ఻ಋ཰ '$ྫྷ٫γεςムのߏங

ྫྷഔ΁のイΦン༹ग़の原Ҽはओに，ྫྷ ٫γεςム෦඼΍

ώータγεςム෦඼からのイΦン༹ग़΍，ྫྷ ഔの෼解によ

るイΦン生੒である．イΦン༹ग़ྔの低ݮのରࡦをࢪした

としても，෦඼からのイΦンの༹ग़΍ྫྷഔの෼解によるイ

Φンの生੒はৗ時ىきる．そのため，F$ྫྷ٫γεςムܥ಺

のྫྷഔ低電気఻ಋ཰をҡ࣋するためには二つの課題をಉ時

にୡ੒する必要がある．

（１）	෦඼からのイΦン༹ग़低ݮとྫྷഔの෼解の཈੍

（̎）	༹ ग़したイΦンをৗ時আ去する F$ ྫྷ٫γεςムの

ஙߏ

�����イオン༹ग़ྔの཈੍
にط 09.: においても F$ 用している෦࢖࿏でܦ٫ྫྷ

඼にରするイΦン༹ग़ྔ཈੍ରࡦをおこなっており，それ
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Table 2   Electric conductivity reduction method of FC 
coolant system

Fig. 11   Ion dissolution ratio in FC cooling system

Fig. 12   Performance of keeping low coolant conductivity
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らの手段を Table 2にࣔす．ϥジエータ੡଄にはイΦン༹

ग़のগない੡๏を࠾用した．またパイプなどのथࢷ෦඼΍

ΰムホーεは，イΦン༹ग़がগないࡐ料をબఆし࠾用し

た．ྫྷ ഔについては，೤෼解によるイΦン༹ग़を཈੍する

ため，ࢎ化཈੍ࡎをఴ加した．

09.:にରして 16.:は，F$εタックからのഇ೤を暖

๪に༗ޮ׆用するγεςムを௥加しており，ώータγες

ム෦඼にରしても低電気఻ಋ཰ରࡦが必要となった．その

ରࡦ手๏を Table 3にࣔす．I$E車࢓様にରして，ώータ

ίΞは੡๏による低イΦン༹ग़ରࡦを࣮ࢪし，パイプなど

のथࢷ෦඼΍ΰムホーεはଞのF$ྫྷ٫෦඼ಉ様にイΦン

༹ग़ྔが低いࡐ料をબ୒し࠾用した．

これらのରࡦにより 16.: においては，I$E 車࢓様の

ώータγεςム෦඼を࠾用した場合にରしてイΦン༹ग़෺

を 75 ϙインτݮらすことができ，F$ྫྷ٫γεςムશମと

しても 09.: ಉ౳のイΦン༹ग़ྔに཈えることができた

（Fig. 11）．

�����イオン༹ग़෺のৗ࣌আڈ�
先にड़΂たイΦン༹ग़෺の཈੍ରࡦだけでは，電気఻ಋ

཰を低くҡ࣋することは༰қではない．ಛに，車྆が長ظ

間์ஔされると༹ग़イΦンが֤෦඼಺෦に଺ཹしてしま

い，ى動時に F$εタック΁Ұ時తに電気఻ಋ཰が高いྫྷ

ഔがྲྀೖしてしまう．このようなέーεでも，଎΍かにイ

Φンをআ去し電気఻ಋ཰を下͛る必要がある．そのୡ੒手

段としてイΦンަث׵΁ྫྷഔをৗ時ྲྀすόイパεγεςム

．用した࠾੒をߏ

イΦンަث׵を F$εタックと௚ྻに഑ஔすると，γε

ςムશମのѹଛが増加するが，Fig. 2にࣔすようにイΦン

をث׵ަ F$εタックにରしてฒྻ഑ஔすると，ѹଛが低

下するため小ܕのクーϥンτϙンプをબ୒できる．これに

より，クーϥンτϙンプ༰積を 40 ϙインτ低ݮすること

ができた．

ৗ時イΦンআ去するγεςムߏ੒によるϝリッτは，暖

機時にあらか͡めϥジエータόイパεճ࿏಺のイΦンをআ

去することがՄೳとなるため，暖機後にϥジエータճ࿏か

らイΦンがྲྀೖしたとしても，ࠞ ͟り合うことで্ঢ෯を

཈੍することができることである．

�����௿電ؾ఻ಋ཰ҡ࣋ੑೳ
前ड़したରࡦを࠾用したF$ྫྷ٫γεςムの低電気఻ಋ

཰ҡ࣋性ೳについて，Fig. 12にࣔす．Ұ時తに電気఻ಋ཰

が্ঢするような場合でも，଎΍かに低電気఻ಋ཰化を࣮

現しそのঢ়ଶをҡ࣋することができる．

暖機運転時（Fig. 13）には，ى動௚後にϥジエータόイパ

εճ࿏಺に଺ཹしたイΦン༹ग़෺がྲྀೖすることにより，

Ұ時తに電気఻ಋ཰が্ঢする．しかし，イΦンަث׵΁

Table 3   Electric conductivity reduction method for 
heater system parts

MethodParts

FC radiator Adopt flux reduction

Resin parts Adopt low ion dissolution material

Hose Adopt low ion dissolution material

Coolant Add oxidation inhibitor

MethodParts

Heater core Adopt flux reduction

Resin parts Adopt low ion dissolution material

Hose Adopt low ion dissolution material
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Fig. 13   Diagram of FC cooling system
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ৗ時ྫྷഔをྲྀすことにより଎΍かに電気఻ಋ཰を低下させ

ることができ，ҡ࣋することができる．

また，暖機ྃ׬後（Fig. 13）にはϥジエータճ࿏಺෦に଺

ཹしたイΦン༹ग़෺がྲྀೖするため，࠶ͼ電気఻ಋ཰が্

ঢする．その後はৗ時イΦン༹ग़෺がআ去されるため，଎

΍かに低電気఻ಋ཰となりҡ࣋することができる．

αーϞόϧブにより暖機運転時と暖機ྃ׬時にϥジエー

タόイパεճ࿏とϥジエータճ࿏を੾りସえるγεςムߏ

੒となっているため，暖機ྃ׬前にϥジエータόイパεճ

࿏಺のイΦン༹ग़෺をআ去することができる．そのため，

暖機ྃ׬後にϥジエータճ࿏からイΦン༹ग़෺がྲྀೖして

も，イΦン༹ग़෺のগないྫྷഔとࠞ͟り合って電気఻ಋ཰

の্ঢ෯を཈੍することができる．

̐ɽ·ͱΊ

（１）	ۚ ଐセパϨータの෗食予測技術で෗食電ྲྀྔをਫ਼౓

よく見積り，ྫྷ ഔの電気఻ಋ཰を低下させるととも

に，セϧのઈԑΰムআ去により F$εタックを小ܕ化

した．

（̎）	֤ ഑؅長を୹ॖし，かつѹଛ増加によるେܕクーϥ

ンτϙンプが必要とならないൣғにྫྷഔ電気఻ಋ཰

をઃఆすることで F$ ྫྷ٫σόイεの小ܕ化を࣮現

した．

（３）	্ 記 F$εタックおよͼF$ྫྷ٫σόイεの小ܕ化の

ྷྫ，༩౓がେきいൣғにおいてد ഔの電気఻ಋ཰を低

とྫྷഔのݮするとともに，෦඼からのイΦン༹ग़低ݮ

෼解཈੍と，༹ ग़したイΦンをৗ時আ去する F$ྫྷ٫

γεςムを開発した．

Ҏ্により，$LARIT:	F6EL	$ELLの F$ྫྷ٫γε

ςムにおいて前Ϟσϧൺ 20� の小ܕ化をୡ੒することで

F$パワープϥンτをϑロンτϑード下΁౥載することが

Մೳになり世քॳ̑人৐り F$Vセダンパッέージを࣮現

することができた．

ݙจߟࢀ

（１）	木村ݦҰ࿠，Տ⃻ً明，େ村޹之，ѳ美॔߂，ਗ਼水 ：ܿ

৽ܕ燃料電池自動車$LARIT:	F6EL	$ELLの開発，

Honda	R&D	Technical	Review
	Vol.28
	No.1
	p.1-7

（̎）	木村ٛ人，小山ݡ，ّ 賀ষਔ，小ࠑ木ହհ：$LARIT:	

F6EL	 $ELL ౥載の৽ܕ燃料電池用セパϨータの

開発，Honda	R&D	Technical	Review
	Vol.29
	No.2
	

p.50-55

（３）	ᖛ༞थ，後藤मฏ：燃料電池用εςンϨεセパϨータ

のセϧ間෗食の予測技術，自動車技術会	2018 年य़ق

େ会ֶ術ߨԋ会ߨԋ予ߘ集，No.46-18
	p.1-6
		2018


˙ஶɹऀ˙

ᖛ　 ༞ थ 永 田 େ و 後 藤 म ฏ

∁ 橋　 ݠ




